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令和７年度 後期学校評価アンケート結果について 

 

新春の候、保護者の皆様におかれましては、ますます御清祥のこととお慶び申し上げます。ま

た、日頃より本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、誠にありがとうございます. 

 さて、12 月末の学校評価アンケートに対し御協力をいただきありがとうございました。本校

は、学校教育目標『やさしく たくましく』の下、教職員一丸となって学校教育活動を進めてき

ました。結果の一部をまとめ、報告いたします。 

 今回のアンケート結果を踏まえ、生徒の育成のため、教職員一同、今後とも努力を重ねていき

たいと思います。 

 なお、本校のホームページにも掲載しますので、ご覧いただければ幸いです。今後も、本校の

教育活動への御理解と御協力をお願いいたします。 

 

 

 

「やさしく たくましく」は吉原三中校区三校において、９年間で目標とする子ども像「や

さしく たくましく 生きる子」と通ずるものです。生徒数値は前期より微増しています。今

後も、吉原三中校区のキーワードとして生徒、教職員共に意識されていくものでありたいと考

えています。本校で目指す子ども像は、学校 HP のグランドデザインに掲載されておりますの

で、ぜひご覧ください。 

 

 
 

 



 

 授業に取り組むことは学校生活の基本です。また、生徒たちに「わかる」授業をするために

授業改善に取り組むことは教員にとってとても重要なことです。学習が進み、難しさのある学

習範囲になってきています。今後より一層生徒たちに「わかる」授業とは何かを追求しながら

授業改善に取り組んでいきます。 

 前期に続いて、自分で計画を立てて学習をする習慣については、授業が分かることに比べて

差があるという課題が残りました。自ら計画を立てられる、自立した学習者であることは中学

生が身に付ける資質として大切なものだと考えます。小中９年間を通した未来ノートの取り組

み方について、両小学校との共通の話題にしていきたいと思います。 

 

 

 
 



 

 学校生活を楽しめている、友達と仲良く学校生活を送れている項目について、前期に続き、

高い数値でした。生徒たちは、学校生活を送るごとに様々な悩みに直面していると思います。

日々成長し、日々悩みごとに直面する生徒たちの言葉をよく聞いたり、友達同士の関わり合い

方を考える機会をつくったりするなど、これからも、どの生徒にとっても安心安全な学校を目

指していきます。まずは、学級担任、学年の教員が、生徒たちにとって悩みを相談しやすい人

物であることを心掛けていきます。学校には教員以外に多くの職員がいます。必要に応じてサ

ポート員やカウンセラーを紹介するなど、広い教職員体制で今後も生徒たちに寄り添っていき

たいと思います。 

 

 

 

 将来への夢や目標を持つことや日々を過ごす上での目標を持つことに関する数値は前期よ

り上昇しています。後期に入り、職業や進路選択を扱う内容の講話や授業に取り組んできたこ

との表れではないかと思います。それぞれの学年で、将来に向けての学習が進んできていま

す。十数年後の社会を担う生徒たちが夢を持って日々の生活を過ごしていけるよう、教員が自

らの夢や目標を語ることも心掛けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 



 

部活動、あいさつ、生徒会活動への取組ともに、前期よりわずかに数値が上昇しています。

校内ですれちがったときに、さわやかなあいさつをする生徒も多くいます。 

生徒会活動や専門委員会の活動に積極的に取り組んでいる生徒は、前期の 80.6％から

89.3％に上昇しました。集団の中での一員である自覚が高まり、生徒それぞれが自身の役割

を果たそうとする意識が高まってきていることの現れだと思います。 

学校では生徒会の中心となる学年が、３年生から２年生にバトンタッチし、２年生たちは意

欲的に活動をはじめました。引き続き、生徒会の主体的な活動をバックアップしていきたいと

思います。 

 

 

 

 
 地域の方へのあいさつは、わずかですが 14 の項目より低く表れていますが、前期よりわず

かに上昇しています。今年度も、多くの地域の方が、授業サポートや、畑づくり、花壇の整備

や草刈り、読み聞かせなどで学校の活動に協力してくださいました。引き続き、地域の方の協

力を広報すると共に、地域と共にある学校であることを生徒たちとも共有していきたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 
 



 
 今年度、４月と９月に避難訓練を設定し、緊急時に適切な判断と行動ができるよう指導して

きました。また、総合的な学習の時間や全校集会で防災に関する取組や、講話を行いました。

実際の「緊急時」は起きてほしくないですが、いざ起こった際に発揮できてこそ、生きる力だ

と考えます。災害時に地域の力となるのは中学生です。地域の防災訓練にも積極的に参加する

よう促していきたいと思います。御家庭でも、災害時の避難場所やひとりひとりの行動など、

話題にしていただけたらと思います。 

 

 

 

 令和６年度より市内全ての小中学校がコミュニティ・スクールとなり、学校運営協議会がス

タートしてから２年を終えようとしています。今年も、学校運営協議会を通して花壇の手入れ

や畑の整備、草刈り、下校の見守りなどを、地域の方が行ってくださいました。授業でも、美

術の竹灯籠つくりや家庭科のミシン操作のサポートなどに協力してくださいました。前期より

数値が上昇しているのは、地域の方々と授業などで関わる機会があったことが考えられます。

また、今年度も多くの生徒が、地域の行事にボランティアとして参加しました。地域の中の学

校として、保護者の皆様にも、地域行事への参加の後押しをいただけたらと思います。 

 

 

===================================================================================== 

保護者の方からいただいた御意見について紹介いたします。 

 

・月の下校時刻が載っている行事予定の連絡をできる限り早目にしてくださると、病院や歯医 

者などの予約の予定が立てられるので助かります。 

 御意見ありがとうございます。現在、翌月の学校の様々な動きがほぼ確定したころを目安に

発行していますが、これからは少し早めに発行することを心掛けていきます。なお、部活動な

しで５時間の日は 14:25、６時間の日は 15:25 が基本的な下校時刻となっています。 

 

 後期のアンケートでは、前期に比べて数値が上昇している項目が多く見られました。日頃の生

徒のがんばりに加え、保護者の皆様の励ましも力になっていると思います。ありがとうございま

す。また、保護者の皆様からは、学校の取組への御理解をいただくコメントを多くいただきまし

た。ありがとうございます。より一層生徒たちに寄り添い、支援できるよう努力してまいります。

この結果を教職員でも共有し、令和８年度に向けて、学校生活、授業の改善に役立てていきます。 


